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プレゼン今昔物語 

総合リハビリテーションサポート 代表  中島邦博 

 

突然ですが,あなたは下記の言葉を幾つぐらいご存知ですか…?  

昭和 56 年，私が評価実習の初期評価発表の時，東京都立府中病院のバイザーから云われたのは 

「レジメはリハ室のブルーコピーを使ってね…，乾くまで時間がいるから早くしておいてね…」でした． 

想像し難いでしょうが，当時コピー機は高価な備品で， 末端の部署では，古くても使えたブルーコピー 

（青焼き）を使っていました．現像液の為か，ビショビショの青紫っぽい紙が機械から出て来て，テーブルの

上に広げて乾かした記憶があります．私にとってのプレゼンテーションの第一歩は，ブルーコピーでした． 

昭和 59 年に福井総合病院に就職し，当時年に 2 回開催されていた，北陸リハ集談会に演題発表する

時は，ブルースライドが使われていました．紺色の背景色に白抜き文字で，とても見やすいスライドでした．

しかし，ブルースライドは，傷が付き易い欠点があったので，スライド係は傷を付けない様に白手袋をはめ

て，10 枚入れのスライドホルダーに入れたら，差込み部分にセロテープを貼り，スライド袋に入れ大切に扱

ったものでした． 

その頃，併設の福井医療技術専門学校に，NEC製 PC-8801Mk2 が備品として入り，スライド作りも楽に

なるのかな…？と，胸が高鳴りましたが，現実的には，プレゼンはMac が数歩リードする事になりました．当

時，福井医科大の嶋田先生が，Mac を購入され，パソコンでのスライド作成を見せて頂いた時は，目から鱗

状態でした．ワープロの印刷文字性能が低かった当時，文字は庶務課に頼んで和文タイプで作ってもらっ

ていました．その後，ワープロ（文豪や書院）の印刷性能が向上し，自分で印刷して，一眼レフカメラでリバ

ーサルフィルムを使用しマクロ撮影し，マウント付現像する事が可能になりました．発表のギリギリまで，修正

が可能になり画期的な事でした．私の場合は，ある意味マック路線とは別なアナログ的なプレゼンの道を進

みましたが，とても思い出深いです． 

現在プレゼンの主流は，パワーポイントですが，パワーポイントが使われ始めた頃は，背景色やアニメー

ション等を凝りすぎて，色々と揶揄されました．しかし，ブルースライドの原点に戻ってかどうかは知りえませ

んが，最近のシンプルなスライドが多いプレゼンを見ると，何故かホッとします． 

ブルースライドをスライド映写機で映し出していた時代，スライドの挿入方向（裏表）確認やスライド原稿の

提出，そして何よりも，スライド係りの人への合図「スライドお願いします…」が，やけに懐かしい今日この頃

です． 

ブルーコピー ブルースライド 8801mkⅡ（9801） 和文タイプ 

リバーサルフィルム スライドホルダー スライドお願いします 文豪（書院） 

発行人：福井県理学療法士会 

〒910  福井市西方 1-2-11 

-0855  嶋田病院 

会 長：堀 秀昭 

ニュース編集部：大谷 尚史 

会員数：759名 

施設数：130施設 

（平成 26年 6月 25日現在） 
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福井勝山総合病院  脳卒中認定理学療法士 山下宏巳 

 

１．自己紹介 

 私は，49歳．若い新人理学療法士では，お父さんと年齢が近いという方も多いかと思います．福井医

療技術専門学校（現在，短期大学）を 1期生として卒業しました．卒業後にお世話になった社会保険勝

山病院にずっと勤務しています．社会保険庁の解体に伴い，病院名は 3回変わりました．現在は，福井

勝山総合病院です．院内の異動で，介護老人保健施設に通算で 7 年，病院勤務が 20 年，今年度から回

復期リハビリ病棟に勤務させて頂くことになりました．性格的には，人付き合いが苦手な方です．休日

は一人で外出している事が多く，趣味は，近隣の市町村の散策，登山とドライブです． 

 

２．挑戦する気持ちを持って・・・ 

 ニュース編集部より，人物紹介の記事を依頼されました．私の場合，仕事面で紹介できるような記事

が書けませんので，日々感じていることを書かせて頂きます．就職した時には，経験年数が多くなれば

仕事に対して要領も判り，悟りの境地に達するかと思っていた時期もありましたが，未だに仕事が楽に

感じられません．人間相手の仕事ですから，いろんな方が居られて同然です．患者様・利用者様のため

に日々励んでいる時に，先輩も後輩も力量に大差はないと考えています．学会で講演される著名な先生

が，いつも成功しているとは考えにくいのです．先輩は今までの失敗経験などもありますので，後輩は

参考にして同じ失敗を繰り返さないようにすると良いと考えます．そのためには，職場内のコミュニケ

ーションが大切です．仕事につまずく時や，仕事が面白くないと感じる時が，必ずあると思います．私

の場合は，知人の先輩から「仕事が面白く感じなくなったら，なんでも良いから資格をとりなさい」と

言われたことを覚えています．『目標を持つことが大切だ』と指摘して下さったものと受け取っています．

尊敬する三浦雄一郎さんは，心臓の手術

をされてもなお，エベレストに挑戦され

ました．自分がしたい事・やりたい事な

どがある人には，年齢は関係ないと思っ

ています．写真は，年に数回だけ一緒に

登山させて頂いている方々です．私自身

も一人で県内の山を登山しますが，この

グループの中では遅い方です．年齢的に

は，40歳～60歳がほとんどです．60才

でフルマラソンを完走された女性や，

100km トレイルマラソンに参加して完

走された方も 3名います．この方々も三

浦雄一郎さん同様に，次の大会の話しを

されます．この方々に影響を受けながら，

私自身も身体の動く限り，挑戦する気持

ちを持ち続けたいと考えています． 

 

 

 

 

 

Professional  ~Style of works~  

～ニュース編集部からのお知らせ～ 

今後，記事「プロフェッショナル」では，専門・認定理学療法士や他認定資格等を取得された 

先生方を紹介させて頂きたいと考えております．すでに取得や新たに取得しましたという先生方 

は，是非ニュース編集部に報告して頂けると幸いです．rehabili@kenkoukai.or.jp  担当）大谷 

（最前列 1番左が山下先生） 

Professional  ~Style of works~  

 

最前列 1番左が山下先生 

 

mailto:rehabili@kenkoukai.or.jp
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平成 26年 5月 31日に敦賀市総合運動公園陸上競技場にて開催された福井県障がい者スポーツ大会に

おいてコンディショニングルームを運営し，参加選手ならびにボランティアスタッフのコンディショニ

ング，体調管理のサポートを行いました．当日は，14名の選手，ボランティアがコンディショニングル

ームに訪れ，マッサージ，ストレッチ，テーピング等をおこない，「疲れがとれた」と大変好評でした． 

 

協力会員：菅野智也，鳥羽つかさ，西田拓司 

大澤拓実，板野純，森下恭至 

 

福井県障がい者スポーツ大会のサポーターを経験して 

独立行政法人地域医療機能推進機構 若狭高浜病院   

鳥羽つかさ 
 

福井県障がい者スポーツ大会は，福井県内各地で毎年行われています．今回は敦賀市の総合運動公園

で開催されました．選手は 1300名，ボランティア合わせ総勢 1800名の方が参加されました．私が，今

回サポーターとして参加しようと思ったきっかけは，昨年の年末から今年の年始にかけて行われた，福

井県理学療法士協会主催の障がい者スポーツ中級指導養成講習会に参加したことでした．障がい者スポ

ーツであるボッチャやサウンドテーブルテニス，車いすバスケットボールなどを実際に体験し，とても

楽しかったですし，また講義の中で，パラリンピックの映像も見せて頂き，一生懸命な姿にとても感動

しました．パラリンピックの創始者ルード・ヴィッヒグッドマン博士の「失ったものを数えるな 残さ

れたものを最大限に活かせ」という言葉がありますが，本当にその通りで，ハンデを背負っているから

出来ないではなく，出来る限り一生懸命しているという印象で，障がい者の方が実際に競技されている

所を見てみたいと思いました． 

今回，実際に競技をされている所や「今，走ってきたん

です～」と言われる方のストレッチなどをさせて頂いて，

皆さんとてもエネルギッシュで生き生きされていましたし，

こちらまで元気になりました．サポーターの経験もなく，

今回が初めてで役に立つのかと最初はとても不安でしたが，

サポーター経験者の先生方もおられましたし，最後はとて

も楽しかったという気持ちでした．2018年には福井しあわ

せ元気国体もあります．盛り上げていくためにも，是非，

皆さんも一度経験してみませんか． 

4 ᶥ ˝ Ǔǋ ȷɛɶɂẎ̝ǲǑǘȒ 
ȱɱɅȡȵɥɉɱɱȮɩɶɞǵ ᵣӲҘ 
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理学療法展 2014を終えて（社会局広報部） 

 

嶋田病院  理学療法士  伊藤美月 

 

7 月 13 日にショッピングセンター「Lpa」にて理学療法展 2014 が開催されました．こ

れは毎年，理学療法士の仕事・役割を県民の皆様にもっと知って頂くことを目的に行われ

ています．昨年と同様「姿勢と健康」をテーマに姿勢を評価して運動のアドバイスを行っ

たり，相談を受けたり，パネル展示として理学療法の仕事を紹介したりと内容は多種多様

なものでした． 

 

体験者の方の疑問の声に十分に答えること

ができているのか，当日のイベントが終わる

まで不安でした．午前中は雨により来場され

る方は少なかったですが参加者はほとんど途

切れることなく，理学療法展は多くの方に集

まって頂き，盛況なものとなりました．私は，

イベント中はとにかく自分の分かることは一

生懸命に説明して，足りない知識は笑顔でカ

バーするように努めました．うまく説明が出

来なかったり，十分なアドバイスができなか

ったりと思うこともありましたが体験者の方

から時々，「丁寧に説明していただいてとてもよかった，これからも頑張ってください」と

いった声を頂いたことがとても嬉しかったです．また，昨年も理学療法展に来られたとい

う方が意外に多く「参加して良かった，また来年も同じような催しを行って欲しい」とい

った意見もあり，参加して頂いた方に対し貢献することができたのではないかと感じまし

た． 

 

姿勢チェックを体験された方と話をしていると，多くの方が自分の身体に悩みや不安を

抱えていたり，意外な場所で理学療法士と関わっている方がいたりすることに気づきまし

た．理学療法士が多くの場所で活躍していることを実感するとともに，これから求められ

る活動内容も広くなっていくのではないかと考える場面となりました．多種多様な方に対

して理学療法士が貢献出来たら良いと思える一日でした． 

 

 今回の理学療法展は多くの先輩方のご尽

力もあり，大盛況のうちに終えることがで

きました．私もいろいろな方と話をするこ

とで，世間からみた理学療法士がどのよう

に映っているのかを実感できる機会となり

ました．当日にうまく運動などのアドバイ

スができるようにサポートしてくださった

福井県理学療法士広報部の皆様や先輩方に

深く感謝いたします．ありがとうございま

した． 
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 7月 27日に福井医療短期大学で行われた，福井県運動器理学療法研究会が主催する 1日研修会に特派

員が行ってきました．今回の 1 日研修会は碧南市民病院の浅野昭裕先生をお招きして，「四肢外傷のレ

ントゲン画像の読み方と運動療法への応用」というテーマで開催されました． 

 

Q1 レントゲンを読めるようになるためにはどのように勉強すると良いでしょうか？ 

A1 正常なレントゲン画像を 10,000枚みてください．昔はフィルムだったから重かったし，片付け

るのに日付順にしないといけなくて大変だったけど，今の時代はパソコン上で見られるから便利

になりましたし 10,000枚もすぐ見られるのはないでしょうか笑 
 

Q2 レントゲンを読む勉強をするときには何か意識したほうが良いですか？ 

A2 はい．ただ眺めるだけの 10,000 枚と知識をもって見る 10,000 枚とは大きな違いがあると思い

ます．「運動療法に役立つ単純 X線像の読み方（MEDICAL VIEW）」は，レントゲン画像を読

むときに役立つように作った本なのでレントゲン画像を勉強する時に参考にしていただけると

良いと思います． 

もともとレントゲン画像を読むための参考書を何年も探していたんだけどなかなか見当たらな

かったので，自分で執筆する事にしたんです笑． 
 

Q3 自分たちにとって浅野先生達の考えはまさにトレンドだと思いますが先生たちはどのようにし

てトレンドを作っているのでしょうか？チェックしている情報誌などはあったりしますか？ 

A3 トレンドを作っているつもりはありません笑  

これといって，チェックしている本もありません．あまり理学療法の本も読んだことはありませ

んね笑．臨床で患者さんを診ていて疑問に思った時に解剖書を 3冊くらいじっと見つめて考える

事はあります．強いて言うなら，その時に注目する所としては，学校では習わないような浅筋膜

層であったり脂肪体であったりしますね．結構，そういった組織が何かを起こしている事はある

と思います．そこから，いろいろ検証作業を行っていくことが多いですね． 
 

Q4 最後に新人 PTに一言お願いします． 

A4 まずは，患者さんの変化に興味を持って臨床  

を行ってほしいと思います．そして，治療が

楽しいと感じてもらいたいと思います．自分

が行った治療をしっかり評価し実証してい

けば自信を持つことが出来ると思います．頑

張ってください． 

 

ϼ  
Ҳ ֚ ϑ ..!!  

 

右端が浅野先生です． 
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福井総合病院 高岸 理恵 

 

今回，スポーツ支援部として人材育成講習会・市民公開講座に参加しました．当日

は，医療関係者だけでなく，一般市民の方も数多くご参加いただきました．市民公開

講座では，「美容・健康・競技力 UPの秘訣はローカル筋にあった」という演題で競泳

の日本代表でトレーナーとして活躍されている小泉圭介先生にご講演いただいたこと

もあり，現在スポーツジムで働いている方，競技者などもご参加いただきました．質

疑では普段気になっていることや実際のトレーニング方法の詳細など活発に行われま

した．私も普段，体幹深層筋トレーニングを行うことはあっても，実際にそれが動作

中に反映出来ているのか，どのように無意識下で使うことが出来るようになるのかと

思っていました．今回，講習会を通して，基本的なローカル筋のことや選手のトレー

ニングの様子の映像を見せていただき，トレーニング方法も見直す必要があるように

感じました． 

講演会を通して，普段理学療法に馴染みの無い市民の方にも私たちの仕事を少しで

も知っていただく機会が設けることが出来たのではないかと思います．当日ご講演頂

いた，小泉圭介先生，鈴木章先生，ご参加いただいた方々に深く感謝致します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮整形外科医院  竹澤  将道 

 

2014年 7月 6日，福井県済生会病院にて開催された人材育成研修会に参加させて

いただきました．今回の人材育成研修会では，競泳日本代表のトレーナーを務める小

泉圭介先生と，国立スポーツ科学センターに務める鈴木章先生が，『最先端のスポーツ

科学から考えるアスレティックリハビリテーション』というテーマでご講話いただき

ました． 

  小泉先生の講演はローカル筋・殿筋を中心としたトレーニング方法で，興味を魅か

れる内容でした．ローカル筋ではグローバル筋との相互作用を考えて，殿筋では多関

節筋との協調性を考えてトレーニングを行うことを再学習できました．鈴木先生の講

演では投球障害の発生機転を，実際のプロ野球選手の投球フォーム映像から学ぶこと

ができました．直球と変化球をボールリリース期の下半身でコントロールしていたの

が印象的でした．また，腱板機能の評価・エクササイズなども画像や動画で見ること

ができ，イメージしやすい内容でした． 

今後，自分自身のトレーナー活動でも，選手の四肢体幹のバランス改善を図り，障

害予防・パフォーマンス向上に努めていきたいと思いました． 
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林病院 リハビリテーション科 小原圭司 

まずは，忙しいなかこのような会を開いていただ

いた県士会の先生方のご配慮に深く感謝しており

ます．国家試験が無事終わり 4月から新人理学療法

士として働き始めたばかりで，協会のことについて

はほとんどわからない状態でした． 

当日歓迎会の会場に着くと予想以上に同期の人

たち，県士会の先生方がたくさんいて驚きました．

くじ引きで席にいくと隣が副会長の先生で最初は

ものすごく緊張していると，気さくに話しかけてい

ただき徐々に緊張もほぐれ楽しくお話させていただきまし

た．他の県士会の先生方とも交流することができ，普段聞け

ないような話もお聞かせいただきました．また，自分は若狭

医療福祉専門学校出身なので，他の学校出身の同期の人とは

ほとんど初対面の人でしたが，この会を通じていろんな方と

交流を深めることができてよかったです． 

まだまだ学生気分が抜けきらない半人前以下の私ですが，

この会を通じて今後とも 1人の理学療法士として日々勉強

し続け頑張っていきたいなと思いました． 

 

厚生病院 リハビリテーション科 中島礼乃 

 入社して約 2か月経過し，参加した新人歓迎会は私にとても有意

義な時間となりました．多くの先輩理学療法士の方，また福井県の

新人理学療法士が出席するとのことであり，初めはどのような新人

歓迎会になるのだろうと思いました．新人歓迎会が始まると酒席と

いうこともあり，すぐに場に打ち解けることができました．以前は

壁を感じていた先輩理学療法士の方も，「仕事で心配なことはない

か？」「不安なことがあったらいつでも話しなさい．」と優しく声を

掛けてくださり，入社したばかりで不安で一杯だった気持ちが一気

に軽くなりました．それと同時に，理学療法士としての心得や，理学療法士としての熱い情熱を感じる

ことができ，私も先輩理学療法士の方々に早く近づきたいという思いになりました． 

今回，母校である福井医療短期大学出身の新人理学療法

士とは久しぶりの再会となり，現状報告や懐かしい学生時

代の話などして盛り上がりました．また，初めて会う新人

理学療法士の方も多く出席されており，自己紹介などして

すぐに親睦を深めることができました．新人理学療法士の

方々とは同期として，互いに協力し成長していく仲間また，

ライバルがいることにとても嬉しく思います． 

今回，このような先輩理学療法士の方々や新人理学療法

士の方々と親睦を深めることができる機会を頂きありがと

うございました． 
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編集後記： 

 今年度からニュース編集部の部長を務めさせて頂く事になりました．不慣れながらも，何となく責任を感

じながら任務にあたっております．160 号からニュースは電子化されましたが，紙面の頃から続いている良

い伝統に，より多くの会員様に目を通して頂ける企画をプラスしながら進化していければと考えております．

今後ともよろしくお願い致します．（大谷） 

≢│ ₈ ┤ↄ™ 21₉╩ ⇔ └≤╡⅜ ⌐╦√╡ ⌂

╩ ⇔≡™ↄ√╘─ ≠ↄ╡ ╩ ⇔≡™╕∆ ▬ⱬfi♩≤⇔≡ ⱨ▼

▪╩ ≤ ⅜ ⇔≡ ⇔≡™╕∆  

╙ ╟╡ ⅜№╡ ≤⇔≡ כ♫כ◖ ꜡◖⸗♥▫

Ⱪ◦fi♪꜡כⱶ ╩כ♫כ◖ ∆╢ ≢∆ ─ ⌐│ ⅛╠

≠ↄ╡─ⱥfi♩╩ ≈↑≡╙╠ⅎ√╠≤ ∫≡™╕∆  
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   26 10 5  10 00 15 00 

   ☿fi♃כ 28 8 1  
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賛助会員 

ミナト医科学株式会社 金沢営業所 

石川県金沢市金市町二 18番１ 

酒井医療（株）中部支店 名古屋営業所 

金沢オフィス 石川県金沢市弥生 2-6-16 

ツールケア 

福井県福井市加茂河原 2丁目 13-32-2B 

ハシノメディカル 

小浜市千種 1－10－18 

福井医療株式会社 

福井市問屋町 4丁目 901番地 

有限会社 奥義肢製作所 

福井県福井市二の宮 2丁目 1-11 

順不同 

 


